
小学校5年生の時のグループ学習のテーマが「宿場町」
となり、鶴舞図書館（名古屋市）で手分けして調べること
になりました。調べものは10分くらいで終えてしまったの
で、図書館の中を探検しました。「たくさんの本があるな」
と思いながら歩き、子ども本のコーナーで1冊の本を手に
取りました。何の本か覚えていませんが、期待感で手が震
えていたことは覚えています。それから僕の図書館通いが
始まりました。それには少しよこしまな心もありました。家
業は砂糖問屋で、家にいると手伝わされます。図書館に行
くのは土曜日の午後だけでしたが、「図書館に行く」と言う
と、親は反対しにくいですからね。
始めはジュール・ヴェルヌの『十五少年漂流記』や江戸

川乱歩の『少年探偵団』などを読んでいたと思います。ち
ょっと後で読んだジェームズ・クック船長の本は面白かっ
たです。当時、海図になかったニュージーランドのクック海
峡は、そこが大きな川なのか、海峡なのか分かりませんで
した。適当な距離毎に水を汲み上げ、塩分濃度が薄くなっ

大学院生を受け入れていました。そうすると本が蒸発して
いきます。昔の風流人は「『花が美しいから』と言って手折
っても咎められない」と言っています。それと同じで、僕は
「本を読むつもりなら持っていっても構わない」と思ってい
ます。そのためじゃんじゃん本が蒸発します。戦前の本は
ほとんど蒸発しました。必要になったらまた買えばいい。
本はどんどん増えますが、どんどん消えてもいきます。
今は琵琶湖の西岸に建てたログハウスで、週末の3日間
は読書三昧です。薪ストーブの前に座り、クラシック音楽
を聴きながら本を読みます。ログハウスは雑木林の中にあ
るので、少々音が大きくても近所迷惑になりません。
本棚の整理はしません。「正確にはどう書いてあったか
な」と気になることがあるので、本はずっと本棚に置いて
おきます。しかし時々女房が勝手に持ち出し、自分の好き
な本に換えてしまうことがあります。
僕は乱読なので読む速度は速いです。いわゆる「斜め
読み」とも違います。読む時は行の上8文字ぐらいを頭に

ていけば川ですが、クック海峡は変わらなかったので「こ
こは抜けられる」となった訳です。
中学校2年生くらいには図書委員になりました。図書委
員は学校で買った本を最初に読むことができます。また本
の修繕もしなければならなかったので、その技術も覚えま
した。
高校生になると小説などではなく、もう少しレベルの高い
本が読みたくなって、古本屋巡りに変わりました。専門書で
はないが、専門書がかっている入門書的な本に興味があり
ました。古本屋にあった戦前の本は、日本では科学の導入
時期になり解説的な要素が多く、とても面白く読めました。
ばら売りしていない全33巻の「数学全集」は、4カ月ぐらい
小遣いを貯めてようやく買いました。今だったら、前金を払
えば取り置いてもらえますが、当時はそういう知恵がなかっ
たので、毎週売れてないことを確認していました。
大学に入ってからは新本を定期的に購読しました。京都
大学に勤めていた頃は、部屋が少なかったので研究室に

入れ、次の行を見た時にそれとギャップがなければ下を
読みません。ギャップがあれば少し戻って下を見ます。
漫画は子どもの時に読みました。確かに『鉄腕アトム』
は面白かった。大学院生の頃、本屋で見つけた手塚治虫の
『リボンの騎士』を買って置いておくと、皆が見に来ました。
益川文庫は好評でした。
岐阜市立図書館を含む複合施設「みんなの森－ぎふメ
ディアコスモス」では市長さんにうまく乗せられて、いつの
間にか名誉館長になっていましたね。図書館は何処もいろ
いろと工夫していますが、来るのは大体中学生までで、や
はり大学生とかに来てもらいたい。それこそ本の修繕の仕
方などを体験してもらうといいのかもしれません。
古本屋巡りには意味がありました。置いてあるものを読
むのではなく、自分でどういう本があるかを探し出して、
それを読む。そういう積極性が大事なのです。それをどう
図書館でできるのかは分かりませんが、そういうことがあ
ってもいいのではないかと思います。

東洋文庫ミュージアムの「モリソン書庫」（写真：塚本敏行）

益川 敏英
MASUKAWA Toshihide

プロフィール
1940年、名古屋生まれ。高校時代に当時世界的な物理学者だ
った坂田昌一博士に憧れ、名古屋大学に進学。1967年、同大
学院博士課程を修了し理学博士号を取得。1970年、京都大学
に移り、その後理学部教授や基礎物理学研究所長などを歴任。
1973年に当時同じ京都大学の助手であった小林誠博士ととも
に発表した「小林・益川理論」は、物質の存在の謎を解く画期
的な理論として、世界の注目を集めた。近年、大型加速器を使っ
た観測によりその正しさが次々に実証され、2008年にノーベ
ル物理学賞を受賞。現在は名古屋大学素粒子宇宙起源研究機
構長、京都産業大学益川塾頭として活躍。
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